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特集　『絆』

今月の情報ワイド
　あなたの意見を聞かせてください

紀 の 川 広報 

ひととまちをつなぐ 

　ジュニア駅伝、紀の川市選手団のうち中学３年生の３人、固い絆で結ばれ
た仲間、そしてライバルでもある。中島　涼くん（写真中央）は、昨年代表チー
ムに入りながらも、けがに泣いた。結果ばかりが気になった。「結果はいいじゃ
ないか。がんばったことに価値がある」そう声をかけられ、またがんばろう
と思った。そして今年、キャプテンとしてチームを引っ張る。

（２ページで全選手を紹介）

大地震が起きたときのことを考えたとき、
私たちに今できること
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番号（右写真と同番号）、氏名（カナ・学校名・学年）、コメント　※氏名は敬称略

① 中野果歩（ナカノ　カホ・池田小・６）
タイムを１秒でも短縮し、チームのためにできるだけの力を発揮
したい。前進あるのみ！！

② 坂　知都世（サカ　チヅヨ・上名手小・５）
一生懸命練習をして、2 月 15 日に走って区間賞を取りたい。

③ 川口紗永（カワグチ　サエ・長田小・５）
いい記録を出したいので、諦めず最後までがんばりたい。

④ 神崎茉由（カンザキ　マユ・田中小・６）
選手に選ばれてとてもうれしいです。本番でも、１人でも多く抜
かして、悔いの無いように自分の精一杯を出したいです。

⑤ 加佐怜人（カサ　トキト・東貴志小・６）
紀の川市代表としてしっかり練習し、がんばっていい結果を出し
ます。

⑥ 畑下高紘（ハタシタ　タカヒロ・安楽川小・６）
気合を入れ、がんばりたい。

⑦ 吉村将一（ヨシムラ　ショウイチ・田中小・６）
駅伝の選手に選ばれて、とてもうれしいです。本番では自分の力
をすべて出しきり、一人でも多くの人を抜かすことができるよう
にがんばります。

⑧ 家永知生（イエナガ　ハルキ・名手小・６）
悔しい思いはしたくない。強くなりたい。一生懸命練習します。

⑨ 新宅由佳（シンタク　ユカ・貴志川中・１）
自分の力を十分に発揮して、チームに貢献できるようにがんばり
たいです。

⑩ 越田陽菜（コシダ　ハルナ・貴志川中・１）
いい結果を残せるように、一生懸命がんばりたい。

⑪ 川口智衣（カワグチ　チエ・粉河中・１）
少しでもチームの力になれるように、一生懸命がんばりたいです。

⑫ 北原　模（キタハラ　ヒロ・貴志川中・１）
一生懸命、全力を出してがんばります。

⑬ 西岡里紗（ニシオカ　リサ・那賀中・１）
本番に選手として走るだけでなく、それ以上にチーム全員で力を
合わせ、紀の川市の記録を作りたい。私の好きな言葉『練習はう
そをつかない』『あきらめない』を支えに、最後まで自分と闘い、
がんばります。

⑭ 中島　涼（ナカシマ　リョウ・粉河中・３）
出場することができなかった選手たちの分も精一杯がんばりたい
です。チームメイトと高みをめざして、お互いを刺激し合い、ベ
ストを尽くします。

⑮ 椿本将也（ツバキモト　マサヤ・貴志川中・１）
順位を一つでも上げるために練習がんばります。

⑯ 潰滝大記（ツエタキ　ヒロノリ・粉河中・３）
紀の川市の元気なところをみんなに見せるため、精一杯走りたい
と思います。

⑰ 椿本竜也（ツバキモト　タツヤ・貴志川中・３）
上位入賞めざしてがんばります。

⑱ 野田周吾（ノダ　シュウゴ・打田中・１）
初めての参加なので、いい結果が出せるようにがんばりたいです。

⑲ 鈴木常二監督
⑳ 林　重孝コーチ
○ 赤井博志コーチ
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応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

21

紀
の
川
市
選
手
団

第８回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
２月 15 日午前 11 時、県庁前スタート



広報紀の川 2009・2　��　広報紀の川 2009・2

�
特
集　
「
絆
」　

大
地
震
が
起
き
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と

始
動

　

３
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、
昨
年

11
月
２
日
、
地
域
の
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
井
阪
文
化
会
館
に

集
ま
る
人
た
ち
を
写
し
た
も
の

で
す
。
各
班
の
班
長
が
近
所
の

人
た
ち
を
誘
導
し
、
２
０
０
人

以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

の
一
例
、
西
井
阪
地
区
自
主

防
災
組
織
第
１
回
避
難
訓
練

　

こ
の
西
井
阪
地
区
は
、
岩
出

市
と
隣
接
す
る
、
世
帯
数
約

３
５
０
、
人
口
約
１
千
人
の
地

域
で
す
。
宅
地
開
発
に
よ
っ
て

近
年
住
民
が
急
増
し
、
い
わ
ゆ

る
新
住
民
と
旧
住
民
の
割
合
が

半
々
ぐ
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
一
方
で
、
高
齢
者
も
多
く
、

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
「
若
い
人
た
ち
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
助
け
合
え
た
ら
」
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
地
域
の
自
主

防
災
会
が
中
心
に
な
り
、
地
区

全
体
を
対
象
に
避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

区
長
の
冨
永　

彌わ
た
る

さ
ん
は
、

「
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
第
一
」
と
話
し
ま
す
。
阪

神
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
も
、

地
域
の
連
帯
が
強
い
地
域
と
そ

う
で
な
い
地
域
で
、
救
命
率
に

差
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

世
代
間
の
考
え
方
の
違
い
を
つ

な
げ
て
、
み
ん
な
で
や
ろ
う
と

い
う
方
向
に
持
っ
て
い
き
た

い
、
と
の
意
気
込
み
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
で
の
訓
練

は
初
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
顔

を
見
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
地

域
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
安
堵
の
表

情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
ま
ず
災
害
が
起

こ
っ
た
想
定
で
、
班
長
が
各
戸

に
呼
び
か
け
、
班
で
ま
と
ま
っ

て
避
難
所
に
集
合
し
ま
す
。
避

難
所
に
は
、
受
付
テ
ン
ト
を
設

け
、
各
班
で
何
人
来
て
い
る
か

を
確
認
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
災
害
時
の
安
否
確
認

を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　

次
い
で
、
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
と
、
起
震
車
の
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
地
震
の
揺
れ

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
地
震
の

怖
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
時

に
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
足
に
し

が
み
つ
く
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

す
。

　

調
理
室
で
は
、
災
害
時
用
の

ア
ル
フ
ァ
米
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）

の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
す
。
ア

ル
フ
ァ
米
は
、
冷
水
で
も
炊
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
電
気
も

ガ
ス
も
使
え
な
い
と
き
で
も
、

食
事
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

炊
き
上
が
り
の
時
間
は
熱
湯
で

20
分
～
30
分
な
の
に
対
し
、
15

度
の
水
で
60
分
～
70
分
、
５
度

の
水
だ
と
約
３
時
間
か
か
り
ま

す
。ま
た
、非
常
用
の
ア
ル
フ
ァ

米
は
、
袋
が
二
重
構
造
に
な
っ

て
い
て
、
内
側
は
ビ
ニ
ー
ル
製

で
す
。
そ
の
た
め
、
鍋
も
必
要

な
く
、
袋
を
開
い
て
、
水
や
湯

を
注
げ
ば
い
い
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

訓
練
を
定
期
的
に
行
う
こ
と

で
、
備
蓄
食
料
を
消
費
し
、
期

限
切
れ
に
な
る
こ
と
も
防
げ
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
ア
ル
フ
ァ
米
の

値
段
は
、
味
付
け
の
も
の
と
白

ご
飯
で
も
違
い
ま
す
が
、
50
食

分
で
１
万
５
千
円
く
ら
い
だ
そ

う
で
す
。

　

こ
の
あ
と
、
少
し
時
間
を
お

い
て
、
防
災
知
識
に
関
す
る
講

習
と
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

防
災
知
識
の
講
習
で
は
、
家

具
の
固
定
が
い
か
に
大
切
か
を

学
び
ま
し
た
。
震
度
６
以
上
に

な
る
と
、
家
具
や
テ
レ
ビ
は
揺

れ
る
の
で
は
な
く
、
飛
ぶ
の

だ
そ
う
で
す
。
家
が
大
丈
夫
で

も
、
飛
ん
で
き
た
家
具
に
当

た
っ
た
り
、
家
具
の
下
敷
き
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
具

の
固
定
と
と
も
に
、
家
具
な
ど

が
倒
れ
て
き
そ
う
な
場
所
で
寝

な
い
こ
と
も
予
防
策
の
１
つ
で

す
。

　

ス
リ
ッ
パ
を
枕
の
下
に
置
い

て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
と
教
わ

り
ま
し
た
。
大
地
震
が
起
こ
っ

た
と
き
に
は
、
ガ
ラ
ス
が
割

れ
て
室
内
に
散
乱
し
ま
す
。
ス

リ
ッ
パ
が
な
い
と
、
そ
の
後
と

て
も
移
動
し
に
く
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
枕
の
下
に
置
く
の

は
、
地
震
の
と
き
に
ス
リ
ッ
パ

が
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

西
井
阪
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

　

災
害
時
に
、
避
難
所
に
行
く

と
き
に
は
、
家
の
玄
関
に
、「
○

○
へ
避
難
し
て
い
ま
す
」
と
書

い
て
貼
っ
て
お
く
と
、
周
り
の

人
が
安
否
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
家
の
耐
震
化
の

説
明
も
受
け
て
、
日
曜
日
の

午
前
中
で
訓
練
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

訓
練
自
体
は
半
日
で
終
わ
り

で
す
が
、
段
取
り
は
大
変
だ
っ

た
と
自
主
防
災
組
織
の
役
員
、

前
山
昭
一
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
に
自
主
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
が
決
ま
っ
て

か
ら
１
年
と
７
カ
月
、前
区
長
、

冨
永
区
長
と
と
も
に
、
自
主
防

災
組
織
の
け
ん
引
役
を
担
っ
て

き
た
前
山
さ
ん
。
自
身
が
消
防

団
に
長
期
間
在
籍
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
消
防
団
と
連
携

し
て
自
主
防
災
の
組
織
作
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
自
主
防

災
と
消
防
団
は
一
緒
に
動
く
べ

き
、
そ
し
て
何
よ
り
地
域
の
つ

な
が
り
が
大
切
と
話
し
ま
す
。

　

訓
練
の
数
日
後
、
役
員
が
集

ま
り
、
訓
練
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
訓
練
だ
か
ら
「
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、

と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
と

始
め
た
こ
と
。
結
果
と
し
て

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
意
見
が
一

致
し
ま
し
た
。

　
「
あ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
っ

て
く
れ
た
の
で
合
格
点
だ
と
思

う
。
役
員
も
参
加
者
も
み
ん
な

が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
。
地
域

の
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
。
次
回
は
対
象
者
を
絞
っ
て

よ
り
深
い
知
識
を
持
つ
人
を
育

て
ら
れ
れ
ば
」

　

こ
れ
ほ
ど
参
加
人
数
の
多
い

訓
練
と
な
る
と
毎
年
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。
も
し
、
今
年

も
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
人
数

で
、
よ
り
専
門
的
な
訓
練
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

前
山
さ
ん
の
役
員
任
期
の
２

年
は
も
う
す
ぐ
終
わ
り
を
迎
え

ま
す
。
２
年
交
代
で
役
員
を
ま

わ
し
て
い
け
ば
、
防
災
の
知
識

を
豊
富
に
持
つ
人
が
少
し
ず
つ

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
、
と
地
域

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
が
増

え
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　

写真左）西井阪自主防災組織の役員のみなさん。左から３番目が冨永区長、右から２番目が前山さん。
写真右上）アルファ米はお湯を注いで炊く。
写真右下）心臓マッサージの講習風景
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現状

自
主
防
災
組
織
の
現
状

　

災
害
発
生
時
に
は
、
初
期
消

火
、
避
難
誘
導
、
被
災
者
の
救

出
な
ど
自
主
的
な
防
災
活
動
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
こ
う
し

た
初
期
の
災
害
へ
の
対
応
に
威

力
を
発
揮
す
る
の
が
、
地
域
の

人
々
が
つ
く
る
自
主
防
災
の
た

め
の
組
織
（
自
主
防
災
組
織
）

で
す
。
自
主
防
災
組
織
を
主
体

と
す
る
地
域
住
民
が
、
一
体
と

な
っ
た
防
災
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
「
災
害
に
強
い
ま
ち
」

へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

危
機
管
理
消
防
課
か
ら
、
平

成
19
年
度
に
69
回
、
20
年
度
は

42
回
（
１
月
１
日
時
点
）、
自

主
防
災
組
織
の
訓
練
や
説
明
に

に
出
向
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
自
主
防
災
組
織
で
行

わ
れ
て
い
る
訓
練
は
、
炊
き
出

し
避
難
訓
練
な
ど
の
大
規
模
な

訓
練
や
、
消
火
栓
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
、
地
震
の
し
く
み
や
家

庭
で
の
防
災
対
策
を
テ
ー
マ
に

し
た
ビ
デ
オ
を
見
る
勉
強
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
訓
練
を
通

じ
て
、
普
段
顔
を
会
わ
す
こ
と

の
少
な
い
人
と
交
流
を
す
る
こ

と
が
、
災
害
時
に
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

　毎年恒例になっている出初式では、全消防団員が一堂に会し、「地域住民の
命と財産を守る」という使命を確認する。今年も１月４日に桃山グラウンドで
開催され、一斉放水や積載車行進が行われた。
　写真は左から連合消防団長の山田昌男団長（桃山消防団団長）、那賀消防団
の佐古富男団長、粉河消防団の櫻井　勇団長、打田消防団の和田政実団長、貴
志川消防団の奥　斌団長。
　「火災だけでなく、すべての災害時に出動するのが消防団の務め。平素から
地域と連携し、自主防災組織でもけん引役になれれば」と山田団長は話す。現
在消防団員は総勢 1,369 人。地域密着の頼もしい存在だ。

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

　

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
頻

繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
以
上
の

規
模
が
想
定
さ
れ
る
こ
れ
ら
の

地
震
は
、
約
90
年
～
１
５
０
年

間
隔
で
繰
り
返
し
発
生
し
て
い

ま
す
。
津
波
を
伴
う
巨
大
地
震

で
、
過
去
に
も
度
々
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
３
つ
の

地
震
が
同
時
ま
た
は
連
続
し
て

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
30
年
以
内
の
発
生
確
率

は
、
東
海
地
震
が
87
％
（
参
考

値
）、
東
南
海
地
震
が
60
％
～

70
％
程
度
、
南
海
地
震
が
50
％

程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
央
構
造
線
の
地
震

　

和
泉
山
脈
の
南
縁
に
沿
っ
て

位
置
す
る
中
央
構
造
線（
※
）

が
活
動
し
て
起
こ
る
地
震
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
の
規
模
が
想
定
さ

れ
、
紀
北
地
域
で
大
き
な
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
※
）中
央
構
造
線
…
西
南
日

本
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
縦
断
す

る
、
延
長
距
離
１
０
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
断
層
。

■自主防災組織

市の自主防災組織設立数 … 82 組織

■紀の川市消防団

打田消防団 （290人）　
本部 第１部～第24部

粉河消防団 （395人）
本部 第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第１部～第13部

第１部～第８部

第１部～第６部

第１部～第６部

第１部～第３部

那賀消防団 （232人）
第１部～第７部

第１部～第３部

第１部～第２部

第１部～第４部

第１部～第５部

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

本部

桃山消防団 （201人）
第１部～第９部

第10部～第13部

第14部～第18部

本部 第１分団

第２分団

第３分団

貴志川消防団 （251人）
第１部～第６部

第１部～第５部

第１部～第７部

第１部～第５部

本部 第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

※人数は１月１日現在

連携

危機管理消防課

日髙靖人  係長

　災害はいつ何時やってくるかわかりません。特に地震は何の前触れもなくやって

きます。大地震などの大きな災害では、災害現場がまちのあちこちに分散し、防災

機関（消防や警察など）は同時に全ての現場に向かうことが困難になります。また、

県や市などの行政機関についても、早期に災害対応することが困難である場合も考

えられます。

　こうした状況の中では、自主防災組織のように事前に役割分担をして、組織的に

活動することが特に有効であり、それにより混乱を小さくし被害を減らすことがで

きます。そして、阪神淡路大震災以降、自主防災組織に対する認識が全国的に高まっ

てきています。

　紀の川市では、平成 19 年の秋から各地区で自主防災組織の設立推進や育成強化

を図っています。今後も引き続き、災害に強い「安心・安全なまち　紀の川市」を

めざしていきたいと考えています。

※組織率は、自主防災組織設立数を自治区数（200
地区）で割ったものです。ただし、名手市場は６
地区で 11 の自主防災組織があり、上鞆渕・中鞆渕・
下鞆渕は、３自治区で１つの自主防災組織です。

※組織設置数は１月１日現在

自主防災組織の組織率 … 41％

　大規模災害の被害を最小限に抑えるために
は、「自助・共助・公助」それぞれが、災害対
応力を高め、うまく連携することが必要です。

自主防災組織は、「自助・共助・公助」のうち、
「共助」が中心となる組織です。

自分の命は自分で守る自助

自分たちの地域は自分たちで守る共助

行政や公共機関による救助・支援公助

○自主防災組織の役割

「自主防災組織の必要性」
Interview

自主防災組織の組織率は41％
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大
地
震
が
起
き
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と

教
訓　平成７年

１
月
17
日
、
阪
神

淡
路
大
震
災
。

　

死
者
６
千
人
以
上
、
約
25
万

棟
が
全
半
壊
と
い
う
大
災
害
で

し
た
。

　

そ
の
惨
事
の
な
か
、
全
国
各

地
か
ら
被
災
地
に
集
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
は
、

人
々
に
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
年
は
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
一
般
的
で
な
か
っ
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言

葉
が
全
国
に
広
ま
っ
た
か
ら
で

す
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
荒
井　

勣

さ
ん
は
、
自
宅
が
被
災
し
な
が

ら
も
、
行
動
力
と
ア
イ
デ
ア
を

駆
使
し
て
、
被
災
地
に
笑
顔
を

広
げ
た
一
人
で
す
。

　

荒
井
さ
ん
は
、
地
震
が
起
き

る
以
前
か
ら
、
青
少
年
健
全
育

荒井　勣（いさお）さん
　NPO法人「ひまわりの夢企画」代表、神戸市垂水
区在住、62歳。ひまわりをキーワードに、被災地支
援や防災・減災教育に取り組む活動家、通称ひまわり
おじさん。「楽しく学ぶ」ために防災迷路を作りました。
各地の学校などに防災迷路を出前しています。

　荒井さんが防災迷路などの出前に行く先々
で、子どもたちに必ず教えることが２つあり
ます。
　１つは、水のこと。備蓄の水が取り出せる
程度の災害なら、コンビニに行けば飲み水が
確保できるはず、その水さえ取り出せないほ
どの大災害のときに、どうするか。生き延び
るための最終手段として、川や海の水を煮沸
して飲むことを教えます。
　もう１つはトイレのこと。災害時の仮設ト
イレは行列ができます。ゆっくり用を足すこ
ともできない。そうなるとトイレに行きたく
ないからと、食事を取らない人が出てくる。
しかし、栄養をしっかり取らないと病気への
抵抗力もなくなる。それを防ぐために、バケ
ツとレジ袋などのポリ袋でマイトイレを作る。
バケツに袋をかぶせ、便器にする。用を足し
た後の袋はその都度捨てる。
　好きな場所に持ち運んで、用を足すことが
できて、並ぶ必要もない。自らの被災体験や
被災地でのボランティア経験から生まれた災
害時の知恵です。

成
の
た
め
に
、
ひ
ま
わ
り
を

使
っ
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
、

迷
路
の
出
前
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

地
震
の
と
き
「
飲
み
水
が
な

い
」
と
聞
き
、
迷
路
の
出
前
に

使
っ
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
に
給
水

タ
ン
ク
を
載
せ
て
、
避
難
所
を

回
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
し
て
い
た
か
ら
、

で
き
た
こ
と
、
非
常
時
に
な
っ

た
ら
何
か
し
よ
う
、
と
思
っ
て

い
て
も
実
際
に
は
何
を
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
、「
日
常
が

非
常
を
支
え
る
」
と
荒
井
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

　

地
震
か
ら
４
日
が
経
ち
、
頭

を
か
き
な
が
ら
作
業
し
て
い
る

人
を
見
た
荒
井
さ
ん
は
、
仮
設

の
シ
ャ
ワ
ー
を
作
る
こ
と
を
思

い
立
ち
ま
す
。
避
難
所
に
な
っ

て
い
た
学
校
の
プ
ー
ル
の
水
と

ス
チ
ー
ム
洗
車
機
を
使
っ
て

シ
ャ
ワ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
な
ど
の
手
に
よ
っ

て
、
避
難
所
に
公
的
な
シ
ャ

ワ
ー
が
設
置
さ
れ
る
と
、
ま
た

別
の
避
難
所
へ
と
移
動
し
ま
し

た
。
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
た
人
た

ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
い
る
う
ち

に
、
シ
ャ
ワ
ー
の
提
供
だ
け
で

な
く
、
避
難
所
の
お
世
話
を
し

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
避
難
所
に
な
っ

て
い
た
学
校
の
校
長
に
そ
の
こ

と
を
申
し
出
ま
す
が
、
す
ぐ
に

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
避

難
所
の
人
た
ち
に
、
温
か
い
お

し
ぼ
り
を
配
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
、
支
援
物
資
の
整
理
に
回
る

こ
と
が
多
く
、
被
災
者
と
の
接

点
が
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

荒
井
さ
ん
は
、
お
し
ぼ
り
を
配

る
役
を
学
生
た
ち
に
や
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
荒
井

さ
ん
は
、
被
災
者
の
手
が
お
し

ぼ
り
で
は
な
く
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
を
握
り
し
め
る
光

景
を
見
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
。
学
生
さ
ん
」

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
や
。
元
気
出

し
て
」
こ
ん
な
や
り
と
り
に
胸

を
打
た
れ
た
の
は
荒
井
さ
ん
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

荒
井
さ
ん
た
ち
の
行
動
は
校
長

に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
約
半

年
間
、
避
難
所
で
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

被
災
者
が
多
く
、
仮
設
住
宅

の
建
設
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。
避
難
所
で
過
ご
す
人
た

ち
に
と
っ
て
、
そ
こ
で
の
生
活

は
い
つ
終
わ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

い
つ
ま
で
こ
こ
に
居
て
く
れ

る
の
？
と
聞
か
れ
る
と
、「
最

後
の
１
人
が
居
な
く
な
る
ま
で

や
」
そ
う
答
え
る
し
か
な
か
っ

た
、
と
や
さ
し
く
微
笑
み
ま
し

た
。

　

震
災
前
に
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
し
て
い
た
荒
井
さ
ん
に

は
、
ひ
ま
わ
り
の
種
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
の

花
を
咲
か
せ
て
、
人
々
に
す
こ

し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
、
と
ひ
ま
わ
り
の
種
を
配

る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
は
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ

り
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
、
今
も

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

テ
ス
ト
で
上
位
に
入
賞
し
た
ひ

ま
わ
り
の
種
は
、
一
度
回
収
し

て
、
ま
た
希
望
者
に
配
り
ま

す
。
こ
う
し
て
集
め
て
配
っ

て
を
繰
り
返
し
、
ひ
ま
わ
り
の

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
心
と
と
も
に
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
押
し
付

け
が
ま
し
く
や
る
も
の
で
は
な

い
。
相
手
が
何
を
し
て
欲
し

い
か
、
先
回
り
し
て
考
え
て
み

る
。
そ
し
て
、
気
軽
な
や
り

と
り
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

る
」

　

被
災
地
に
は
気
軽
な
気
持
ち

で
行
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ

で
も
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め

に
、
笑
顔
で
気
軽
な
ふ
う
を
装

う
。

　

先
ほ
ど
か
ら
も
、
絶
え
ず
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
目
尻
の

し
わ
は
、
気
持
ち
の
ゆ
と
り
と

人
と
し
て
の
深
み
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
荒
井
さ
ん
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
、
被
災
時
の
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

取
材
協
力
／
毎
日
新
聞
和
歌
山

支
局　

藤　

顕
一
郎
記
者

ひ
ま
わ
り
お
じ
さ
ん
に
学
ぶ
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大
地
震
が
起
き
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と

情
熱

●那賀地区
名手小学校
那賀中学校
那賀総合センター
那賀支所
上名手小学校
麻生津小学校
那賀体育館
愛宕池公園
青洲の里
那賀第1分団第2部消防器具庫（平野）
那賀第1分団第7部消防器具庫（切畑）
那賀第2分団第2部消防器具庫（憩いの家隣）
那賀第4分団第4部消防器具庫（藤崎）
那賀第5分団第5部消防器具庫（赤沼田）

●桃山地区
荒川中学校
安楽川小学校
桃山保健福祉センター
桃山支所
桃山会館
調月小学校
桃源郷総合運動公園
細野渓流キャンプ場
介護予防拠点施設（蛍の里）
桃山ふれあいコミュニティセンター
桃山第2分団第13部消防器具庫（調月南部）
桃山第3分団第14部消防器具庫（善田）
桃山第3分団第15部消防器具庫（黒川）
桃山第3分団第16部消防器具庫（野田原）
桃山第3分団第18部消防器具庫（大原）

●貴志川地区
貴志川中学校
東貴志小学校
貴志川生涯学習センター
貴志川支所
丸栖小学校
西貴志小学校
中貴志小学校
貴志川体育館
貴志川スポーツ公園
丸栖コミュニティセンター
東貴志コミュニティーセンター
西貴志コミュニティーセンター
長山ふれあい公園
紀の川市役所生涯スポーツ課
貴志川第1分団第5部消防器具庫（国主）
貴志川第2分団第1部消防器具庫（井ノ口上）
貴志川第3分団第4部消防器具庫（西山）
貴志川第3分団第5部消防器具庫（岸宮）
貴志川第4分団第4部消防器具庫（丸栖北）

　今年度、AEDの設置場所を大幅
に増やし、現在 81 カ所に AED を
設置しています。休日や夜間でも使
用できるよう、一部の消防器具庫へ
も設置しました。
　AEDとは、心臓の心室が小刻み
に震え、正常なリズムを失い全身に
血液を送ることができなくなる状態
（心室細動）を、電気ショックを与
えることで、正常な状態に戻すため
の機械です。
　AEDは、音声ガイダンスに従っ
て操作するので、専門的な知識は必
要ありません。しかし、AEDの使
用の際には、心臓マッサージや人工
呼吸もしなければなりません。
　万が一に備えて、講習を受けま
しょう。講習は那賀消防組合が実施
しています。

●救命処置の流れ
　（心配蘇生法とAEDの使用）

①患者の反応を確認する
　反応がない場合

②助けを呼ぶ
　（119 番通報とAEDの手配）

③気道の確保と呼吸の確認
　正常な呼吸をしていない場合

④人工呼吸２回（省略可能）

⑤胸骨圧迫 30 回と人工呼吸 2回の
組み合わせを繰り返す

　圧迫は強く、速く（１分間に 100
回を目安に）絶え間なく圧迫解除
は胸がしっかり戻るまで

⑥AED到着
　電源を入れる。電極パッドを装着
する

⑦AEDで心電図を解析
　
電気ショックの必要がある場合

⑧電気ショック１回、その後ただち
に胸骨圧迫と人工呼吸を再開
　２分間に５サイクル行う

電気ショックの必要がない場合

⑧’ただちに胸骨圧迫と人工呼吸を
再開
　２分間に５サイクル行う

　

福
祉
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
会（
以
下
リ
ー
ダ
ー

会
）
と
い
う
組
織
が
、
旧
町
単

位
で
、
那
賀
、
粉
河
、
打
田

に
あ
り
ま
す
。
桃
山
・
貴
志
川

に
も
今
後
作
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。

　

写
真
の
男
性
は
中
川
幸
和
さ

ん
。
昨
年
の
３
月
末
に
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
社
協
）
を

定
年
退
職
、
現
在
は
農
業
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
畑
に
取
材
に

行
く
と
、
い
つ
も
作
業
を
中
断

し
、
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
は
社
協
打
田
支
所

長
在
職
中
に
、
な
ん
と
か
打
田

地
区
に
リ
ー
ダ
ー
会
を
立
ち
上

げ
た
い
と
、
会
の
設
立
に
情
熱

を
注
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
農
業

の
傍
ら
、
リ
ー
ダ
ー
会
の
役
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
い
わ
く
、
社
協
の

業
務
は
「
地
域
福
祉
」。
大
き

な
目
標
と
し
て
、
災
害
対
策
を

き
っ
か
け
に
地
域
の
つ
な
が
り

を
作
る
こ
と
を
掲
げ
ま
す
。

　

災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
１
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
か
ら
災
害
弱
者
を
守
る
た
め

に
は
、
地
域
で
救
助
活
動
が
で

き
る
人
が
た
く
さ
ん
必
要
だ
と

話
し
ま
す
。
災
害
時
に
そ
ん
な

人
た
ち
を
ま
と
め
る
の
が
リ
ー

ダ
ー
会
の
人
た
ち
の
務
め
で

す
。

　

18
年
９
月
に
リ
ー
ダ
ー
会
の

前
身
「
打
田
福
祉
防
災
準
備
委

員
会
」
が
設
立
し
ま
し
た
。
意

見
交
換
会
や
研
修
会
へ
の
参

加
、
野
外
訓
練
な
ど
を
繰
り
返

し
、
19
年
６
月
に
リ
ー
ダ
ー
会

は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
一
時
に
多
く

の
人
の
支
援
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
会

は
、
地
域
に
密
着
し
て
、
自
主

防
災
組
織
や
民
生
委
員
と
の
協

力
体
制
を
作
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

会
員
数
は
21
人
と
、
地
域
全
体

を
網
羅
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
賛
同
者
を
増
や
す
た
め

の
呼
び
か
け
も
続
け
な
が
ら
、

ま
ず
は
、
今
の
メ
ン
バ
ー
の
防

災
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
会

の
基
本
理
念
は
「
自
分
の
身
を

ど
う
し
て
も
立
ち
上
げ
た
か
っ
た

現在は農業に従事する中川さん。クワを動かす手を
休めて話してくれた。

●打田地区
打田中学校
紀の川市役所南別館
紀の川市役所健康推進課
紀の川市役所危機管理消防課
古和田会館
打田生涯学習センター
池田小学校
田中小学校
田中小学校高野分校
打田体育館
打田第4部消防器具庫（五百谷）
打田第7部消防器具庫（赤尾）
打田第16部消防器具庫（中三谷）
打田第17部消防器具庫（豊田）
打田第22部消防器具庫（重行）

●粉河地区
鞆渕診療所
鞆渕中学校
粉河中学校
粉河ふるさとセンター
粉河支所
長田小学校
粉河小学校
竜門小学校
川原小学校
粉河体育館
粉河運動場
ハイランドパーク粉河
粉河第1分団第6部消防器具庫（中ノ才）
粉河第1分団第8部消防器具庫（中津川）
粉河第3分団第5部消防器具庫（風市）
粉河第4分団第3部消防器具庫（西川原）
粉河第5分団第1部消防器具庫（上鞆渕）
粉河第5分団第3部消防器具庫（下鞆渕）

守
る
・
家
族
を
守
る
・
災
害
弱

者
を
守
る
」
で
す
。

　　
「
災
害
時
に
、
人
を
支
援
す

る
の
は
、
自
分
が
無
事
だ
と
い

う
こ
と
が
大
前
提
。
ま
ず
第
一

は
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の
身
を

守
る
か
な
ん
で
す
よ
」

　

中
川
さ
ん
は
地
元
の
自
主
防

災
組
織
づ
く
り
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
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13
特
集　
「
絆
」　

大
地
震
が
起
き
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と

そして今、できること

AED

「
あ
ら
か
わ
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　

あ
ら
か
わ
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
防
災

に
関
す
る
知
識
を
中
学
校
の
校
内
放
送
を
利

用
し
、
給
食
の
時
間
に
生
徒
た
ち
に
聞
い
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

荒
中
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
日
か
ら
３
月
ま
で
の
３
カ
月
間
、
お
昼
の

こ
の
時
間
に
「
あ
ら
か
わ
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。

「
あ
ら
か
わ
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
っ
て
何

な
の
？
っ
て
、
今
、
思
っ
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
よ
ね
・
・
・

　

こ
ん
な
感
じ
で
、
第
１
回
目
の
放
送
が
始

ま
り
ま
し
た
。
和
歌
山
大
学
防
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
企
画
・
監
修
し
、
中
学
校
と
地
域

が
協
力
し
て
進
め
て
い
る
事
業
で
す
。
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
３
人
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

の
「
12
歳
か
ら
の
被
災
者
学
」
と
い
う
本
を

参
考
に
、
43
回
分
の
放
送
の
原
稿
を
作
り
ま

す
。

　

本
の
内
容
を
、
放
送
で
聞
い
て
す
ん
な
り

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
言
葉
を
か
み
砕
く
の

は
大
変
な
作
業
で
す
。
５
分
の
放
送
×
５
日

間
分
の
原
稿
を
作
る
の
に
１
週
間
以
上
を
要

し
ま
す
。
こ
の
作
業
に
関
わ
っ
て
か
ら
防
災

に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
と
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
伊
藤
さ
ん
。
テ
レ
ビ
で
地
震
の

こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
、
今
ま
で
と
違
っ
て

必
ず
見
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

昨
年
12
月
20
日
、
第
１
回
目

か
ら
５
回
目
ま
で
の
分
を
録
音

し
ま
し
た
。
安
全
委
員
会
の
う

ち
３
年
生
の
６
人
と
、
担
当
の

中
村
先
生
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
辻
校
長
と
、
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
企
画
者
、
今
西
さ
ん

の
12
人
が
Ｉ
Ｔ
親
子
ホ
ー
ル
に

集
ま
り
ま
し
た
。

　

放
送
は
、
安
全
委
員
会
の
生

徒
が
質
問
し
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
３
人
が
回
答
、
解
説

す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
委
員
会
委
員
長
の
小
西

く
ん
は
「
災
害
時
に
、
助
け
ら

れ
る
立
場
か
ら
助
け
る
方
の
立

「
日
常
が
非
常
を
支
え
る
」

　

私
た
ち
は
、
ま
ず
自
分
が
助
か
る
に
は
、

そ
し
て
家
族
が
助
か
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
考
え
る
の
で

は
な
く
、
普
段
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
ち
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
関
西
で
は
大
地
震
は
起

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
錯
覚
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
震

は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
来
る
と
分
か
っ
て
た
ら
備
え
る
ん
や
け

ど
」
こ
ん
な
言
葉
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
こ
の
辺
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う

意
識
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
東
南
海
地
震
は
、
30
年
以
内
に

60
％
以
上
の
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
防
災
と
い
う
言
葉
に
加
え
、
新
た

に
減
災
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

減
災
と
は
、
起
こ
っ
て
し
ま
う
自
然
災
害

は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
、
し
か
し
被
害
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
い
う
発
想
で
生

ま
れ
た
言
葉
で
す
。
減
災
の
工
夫
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
番
組
、
新
聞
、

広
報
紙
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
戸
市
に
は
、
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ

に
は
、
地
震
か
ら
得
た
数
々
の
教
訓
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

19
年
に
結
成
さ
れ
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
会

（
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
会
と
は
別

組
織
）。
県
が
行
う
「
き
の
く
に
防
災
人
づ

く
り
塾
」
の
受
講
者
が
、
そ
こ
で
身
に
つ
け

た
知
識
を
地
域
に
還
元
し
た
い
と
い
う
思
い

で
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
会
長
の
榎
本
邦
彦

さ
ん
は
、
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
投
げ

か
け
ま
す
。

　

災
害
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」。
災
害
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、「
自

助
」
と
「
共
助
」
が
大
事
で
す
。
災
害
が
起

き
た
直
後
に
限
れ
ば
公
助
は
当
て
に
で
き
ま

せ
ん
。

　

共
助
と
は
、
隣
近
所
が
助
け
合
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。
こ
の
共
助
を
組
織
的
に
行
お
う

と
い
う
の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
地
域
に
は
、
自
主
防
災
組
織

は
あ
り
ま
す
か
？
そ
れ
に
代
わ
る
助
け
合
い

が
で
き
る
つ
な
が
り
が
ご
近
所
と
あ
り
ま
す

か
？

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
地
域
の
絆

を
、
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

２回目の録音は和歌山大学の施設を借りて行われた

場
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。　

　

地
域
の
力
を
借
り
る
だ
け
で
な
く
、
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
地
域
へ
の
貢
献

も
し
た
い
と
辻
校
長
。
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
得
た
知
識
を
家
庭
や
地
域
に
広
め
て
、
地

域
全
体
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
こ
と
も
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

１回目の録音に参加した

12人。左から、辻　正雄校

長、坂口ひかりさん、奥澤

典子さん、伊藤嘉子さん、

福岡賢太さん、仲岡有咲さ

ん、安全委員会担当の中村

誠志先生、南　博之さん、

小西泰介さん、藪内和子さ

ん、有井久美子さん、今西

武さんは和歌山大の客員

准教授
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妊婦健診助成回数を５回に
　市は、少子化対策の一環として、妊婦の経済的負担を
軽減し、安心して出産できるよう、妊婦一般健康診査（妊
婦健診）の助成を平成 20 年４月１日にさかのぼって２
回から５回に増やしました。詳しくは、1 月号広報また
は市ホームページをご覧ください。

2/8（日） 井関歯科医院（℡ 62・2223）

11 （水） 森歯科医院（℡ 73・2220）

15 （日） 西歯科医院（℡ 63・5553）

22 （日） 矢田歯科クリニック（℡ 64・6608）

3/1（日） はたなか歯科クリニック（℡ 69・5511）

休日歯科当番（診療時間：午前 10 時～午後 4 時）
電話がつながらない場合は、那賀消防組合（℡ 61・1791）へ。

2 月の献血日程
2/16（月） 市役所粉河分庁舎　玄関前 13：30 ～ 16：30

18 （水） 市役所桃山分庁舎　玄関前 13：30 ～ 16：00

26 （木） 市役所那賀分庁舎　玄関前 10：00 ～ 13：00

〃 〃 名手病院 14：30 ～ 16：30

乳幼児健康診査・健康相談

■４か月児健康診査
　平成 20 年 11 月生まれ対象
　3 月 4 日（水）・11 日（水）の午後

受付は午後１時～１時 30 分

■７か月児健康診査
　平成 20 年 8 月生まれ対象
　3 月 3 日（火）・10 日（火）の午後

受付は午後１時～１時 30 分

■ 10 か月児健康相談
　平成 20 年 4 月生まれ対象
　3 月 24 日（火）・25 日（水）の午前

受付は午前９時～９時 30 分

■１歳８か月児健康診査
　平成 19 年 6 月生まれ対象
　3 月 6 日（金）・13 日（金）の午後

受付は午後１時～１時 30 分

■２歳６か月児健康相談
　平成 18 年 8 月生まれ対象
　3 月 17 日（火）・18 日（水）の午前

受付は午前９時～９時 30 分

■３歳８か月児健康診査
　平成 17 年 6 月生まれ対象
　3 月 5 日（木）・12 日（木）の午後

受付は午後１時～１時 30 分

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829　本庁南別館）

※対象児には、個別通知します

那賀休日急患診療所の開設時間（℡ 77・6410）
日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時

夜間の小児医療電話相談　毎日実施
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000
とき…毎日午後 7 時～ 11 時　

夜間・休日の病院案内（24 時間）
℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

３月の母子保健・予防接種

■３月 16 日（月）　貴志川地区

３月の献血日程

休日歯科当番や献血日程は、配布日程の都合でおも
に当月５日から翌月４日までの分を掲載しています

感染症の予防のために予防接種を
2 月 28 日（土）から 3 月 8 日（日）は子どもの予防接種週間です。

　この期間、一部の医療機関では通常の診療時間以外に予防接種
を受けることができます。土日に予防接種が受けられる医療機関
もあります。接種には予約が必要です。詳しくは健康推進課へ問
い合わせてください。
　また、20 年度から麻しん・風しん混合（ＭＲ）ワクチンの第３期・
第４期接種を行っています。第３期は中学１年生、第４期は高校
３年生相当の人が対象です。３月末までが期限ですので、まだの
人は早めに受けるようにしてください。

受けてみませんか、
体力テスト

　自己の体力・健康状態を知り
今後の体力つくりの参考にする
ため、健康チェックや体力測定
をしてみませんか。

とき…３月 15 日（日）
午前９時受付／９時 15 分開始

（終了は午後０時 30 分）
ところ…那賀体育館

対象…20 歳～ 79 歳までの人
定員…先着 50 人
内容
◎日本体育協会公認スポーツド
クターによる講演・健康相談
◎体力テスト

【共通の項目】
健康チェック（血圧・脈拍測定）
握力測定
上体起こし
長座体前屈

【年齢別の項目】
65 歳～ 79 歳の部

開眼片足立ち
10M 障害物歩行
6 分間歩行

20 歳～ 64 歳の部
反復横跳び
立ち幅跳び
20M シャトルラン

持ち物…運動のできる服装・上
靴・タオル

申し込み…２月 16 日（月）か
ら３月６日（金）までに生涯ス
ポーツ課各館へ申し込み。電話・
ファックス可（各館の連絡先は
28 ページに）

【問い合わせ】那賀総合センター
生涯スポーツ課（℡ 75・2221）

リフレッシュに、メタボ予防に、ダイエットに

第２回ぷるぷるヨガ教室

と　き：２月 16 日（月）午後１時 30 分～３時（受付
１時 15 分～）

ところ：ホール田園
持ち物：運動できる服、お茶か水、タオル
申し込み：電話で健康推進課（℡ 77・0829）へ申し込み（先

着 40 人）
受付期間：2 月 2 日（月）～ 13 日（金）の午前９時～

午後５時（土・日・祝日を除く）

１月16日　赤ちゃん広場

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829　本庁南別館）

１月16日　赤ちゃん広場
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■助産師をめざしてます　1/16

　赤ちゃんを抱っこしているのは、県立高等看
護学院助産学科の学生たち。赤ちゃん広場に、
地域の母子保健活動の勉強にやってきました。
左の久語祐美子さんは母から自身の誕生の話を
聞いたことが、中央の青谷侑美衣さんは看護実
習でお産を見学したことが助産師をめざすきっ
かけになったそうです。谷　美

み き

葵さん（右）は「お
産だけでなく女性のライフサイクルすべてに関
われる助産師になりたい」と語ってくれました。

■鬼退治で盛り上がろう！

　2 月 3 日は、節分の日です。、鞆渕保育所の園児たちは、お手製のお面
をつくって豆まきの用意をしています。鬼のお面は、ティッシュペーパー
の箱、金棒は、新聞紙で作りました。
　よしきくん（前列白ひげの鬼）は、「怒りん坊の鬼をやっつけるんだ、そ
してやさしい鬼がきてくれたらいいなあ」と鬼退治を心待ちにしています。
　豆まきが終わると次は、発表会で桃太郎を演じます。
　男の子たちは今から鬼の練習をしていると教えてくれました。

鬼のお面を製作中のありさちゃん
できあがったお面は、とってもキュート

■地産地消でたのしい食育　1/15

　メントルスクールの「たのしい食育」が開催
され、参加者は地元の野菜などを使った、栄養
バランスの取れた食育メニューを作りました。
　「みなさんが住んでる紀の川市ではいつでもと
れたての野菜が手に入りますから、ぜひ地元の
ものを使ってください」と講師の三國和美さん。
　息子の尚志くんと一緒に参加した久保田いお
りさんは、「これから子どもが成長していくので、
食育について勉強したい」と話していました。

■自然の甘味料です

　北勢田の壷井美惠さんは、熱帯地域の農作物
さとうきびを栽培しています。きっかけは、12
年前の、夫・武さんとの沖縄旅行。空港で買っ
たさとうきびを畑に植えたところぐんぐん成長
し、それからは毎年収穫できているそうです。
　自然でまろやかな甘みが特徴で、最近ではケー
キなどのお菓子作りにもよく使われています。
　収穫後はワラの中に寝かせて保存しています。
また今年もたくさん収穫できるといいですね！

■笑顔で体を動かして　1/18

　那賀総合センターで開かれたリズム体操教室
には、リズム体操クラブのメンバーら 42 人が
参加。笑顔で体を動かすと、体だけでなく脳も
活性化できるそうです。参加していた富松千加
子さんは「仲のいいグループで週に１回体を動
かしています」と体操を楽しんでいます。一方、
普段あまり運動しないという青木尚子さんは「普
段動かさないところを動かしたので、スジが伸
びて気持ちいいです」と教えてくれました。
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いきいき元気塾　

　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能向上・栄養
改善・口腔ケア・閉じこもり予防などをテーマに、
居宅介護支援センターに委託し、教室を開催してい
ます。動きやすい服装で参加ください。

■いきいき元気塾
とき：２月 18 日（水）午後１時～３時
ところ：那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
テーマ：『楽しく過ごしましょう』

事前申し込みが必要です。前日までに栄寿苑居宅介
護支援センターに申し込みください。

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援センター（℡ 75・
6888）または、高齢介護課（℡ 75・5314　那賀分庁舎）

介護保険利用の手引き「みんなのあん
しん介護保険」を各施設に設置

　介護保険のしくみや介護認定の手続きの方法、介
護サービスの種類や利用料の目安などを記載した冊
子「みんなのあんしん介護保険」を高齢介護課（那
賀分庁舎）や各支所、各地域包括支援センターに設
置しています。希望する人には郵送します。

【問い合わせ】高齢介護課（℡ 75・5328　那賀分庁舎）

３月の子育て行事

■ 0 歳児
３月 19 日（木）赤ちゃん広場
　（那賀子育て支援センター）
３月 17 日（火）赤ちゃん広場
　（桃山保健福祉センター）

■ 1 歳児
３月 11 日（水）いちご組
３月 12 日（木）にじ組

■２歳児
３月 ５ 日（木）うさぎ組
３月 ６ 日（金）すみれ組
３月 13 日（金）そら組

【問い合わせ】子育て支援課

今月の赤ちゃん広場・子育て教室　

　２月は、リズム遊びや手作りおもちゃの製作をします。
　申し込みは不要です。気軽に参加ください。ジュース・おやつ・
おもちゃは持ってこないでください。

■０歳児は
２月　５日（木）那賀子育て支援センター

　※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。母子手帳を持参ください

■１歳児（平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年４月１日生まれ）
２月 12 日（木）ひよこ組（桃山地区）　桃山保健福祉センター
２月 17 日（火）いちご組（貴志川地区）貴志川保健福祉センター
２月 19 日（木）にじ組（打田地区）　こばと保育所
３月　３日（火）ひよこ組（桃山地区）　桃山保健福祉センター
３月　４日（水）ちゅうりっぷ組（粉河地区・那賀地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　那賀子育て支援センター

　※時間は午前９時 30 分～ 11 時 30 分（受付は９時 15 分～）　

■２歳児（平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年４月１日生まれ）
２月　６日（金）すみれ組（粉河地区・那賀地区）
　　　　　　　　　　　　　　　　　那賀子育て支援センター
２月 13 日（金）うさぎ組（桃山地区）　桃山保健福祉センター
２月 18 日（水）みかん組（貴志川地区）貴志川保健福祉センター
２月 20 日（金）そら組（打田地区）　こばと保育所
３月　２日（月）みかん組（貴志川地区）　貴志川保健福祉センター

　※時間は午前９時 30 分～ 11 時 30 分（受付午前９時 15 分～）　

※親子とも、動きやすい服装で参加ください。
※名札、製作セット（はさみ、のり、クレヨン、ネームペン、セロ
　テープ）を持参してください。

【問い合わせ】
子育て支援課（℡ 75・3111　那賀分庁舎）
桃山子育て支援センター（安楽川保育所内）℡ 66・0404
那賀子育て支援センター（名手保育所隣）℡ 75・2331

親子体操セミナー
～楽しく体をうごかそう～
　親子で体験する体操教室で
す。音楽に合わせて体を動か
したり、マット運動をしたり
し て 楽 し い 時 間 を 過 ご し ま
しょう。

■とき・ところ
○３月８日（日）本庁南別館

プレイルーム
○３月 10 日（火）貴志川生涯

学習センターリハーサル室
○３月 19 日（木）本庁南別館

プレイルーム
　時間は午前 10 時～ 11 時
■対象者

２歳から３歳くらいの子ど
もと保護者（必ず２人１組
で申し込んでください）

■定員
各会場 10 組 20 人（先着順）

■申し込み期間
２月９日（月）から各会場
開催日の前日（土日の場合
はその前日）まで

【申し込み・問い合わせ】
生涯学習課（℡ 64・9163　貴
志川分庁舎）

子育て教室などは、配布日程の都合でおもに当月５
日から翌月４日までの分を掲載しています

１月８日　赤ちゃん広場

１月17日　打田グランドゴルフクラブ
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氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
表
題
を
「
男
女
共
同
参
画
計

画
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。
※
後

述
の
注
意
事
項
も
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
調
整
課（
℡
77
・
２
５
１
１
）

■
紀
の
川
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案

に
対
す
る
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

紀
の
川
市
長
期
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
、
都
市

計
画
分
野
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
た
「
紀
の
川
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
中
で
す
。
計
画

案
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間
…
２
月
２
日

（月）
～ 

２
月
12
日

（木）

■
計
画
案
の
閲
覧
と
意
見
提
出
用
紙
の
配
置
場
所
…

都
市
計
画
課
（
桃
山
分
庁
舎
１
階
）、
各
支
所
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
・
入
手
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
…
「
意
見
提
出
用
紙
」
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
件
名
は
「
紀
の
川
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
し

て
く
だ
さ
い
。
※
後
述
の
注
意
事
項
も
参
照
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
都
市
計
画
課（
℡
66
・
１
１
０
０
）

■
意
見
提
出
に
関
す
る
注
意
事
項

■
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
口
頭
で
の
提
言
や
、
匿
名
の
意
見
は
受
付
し
ま
せ

ん
。

■
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

除
き
、
公
表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
表
を
希
望

し
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
紀
の
川
市
地
域
福
祉
計
画
の
案
に
対
す
る
意

見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

市
の
多
様
な
福
祉
課
題
を
、
み
ん
な
で
解
決
し
充
実

し
た
地
域
福
祉
の
実
現
に
向
け
「
紀
の
川
市
地
域
福
祉

計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
計
画
策
定
の
参
考
に
す
る
た

め
、
計
画
案
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
意
見
の
募
集
期
間
…
２
月
８
日

（日）
ま
で

■
計
画
案
の
閲
覧
…
社
会
福
祉
課（
那
賀
分
庁
舎
２
階
）

ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
…
件
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

意
見
を
記
入
し
、持
参
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
（k070100-001@

city.kinokaw
a.lg.jp

）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
。
※
件
名
は
「
紀
の
川
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

に
対
す
る
意
見
」
と
し
、
該
当
部
分
の
表
題
、
ペ
ー
ジ

も
明
記
願
い
ま
す
。
※
後
述
の
注
意
事
項
も
参
照
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】社
会
福
祉
課（
℡
75
・
５
３
０
５　

Fax
　

75
・
５
３
９
９
）

■
紀
の
川
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
案
に
対
す

る
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
一
人

一
人
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
の

た
め
に
「
紀
の
川
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
中

で
す
。
計
画
策
定
の
参
考
に
す
る
た
め
、
計
画
案
に

対
す
る
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
期
間
…
２
月
16
日

（月）
～ 

２
月
27
日

（金）

■
計
画
案
の
閲
覧
と
意
見
提
出
用
紙
の
配
置
場
所
…

政
策
調
整
課
（
本
庁
２
階
）、
各
支
所
窓
口
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
・
入
手
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法
…
「
意
見
提
出
用
紙
」
に
住
所
・

あ
な
た
の
意
見
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

光のあるまちになって

明るく活気のある町になってほしい

福祉が充実した町になってほしい 都会に負けない、人が来たいと思う
まちにします

夜の営業時間が長い店がもっとたくさんあったら

子どもが夢を持てるまちに

庁舎の一本化を環境を守るために、下水道の
整備を

今のところ、あまり不便
は感じていません

みんなが活力ある生活ができるように、そして安心して暮らせるまちに

豊かに生活できるように福祉の充実を

成人式の会場で聞きました。
将来の紀の川市、
どんなまちになってほしい
ですか？

「60 のつどい」の会場で聞
きました。
紀の川市に望むことは何で
すか？

みなさんの意見を聞かせて
ください。
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月
初
旬
に
対
象
者
に
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
昨
年

の
納
付
が
10
月
１
日
以
降
だ
け

の
人
に
は
、
２
月
初
旬
に
届
く

予
定
で
す
）

紛
失
等
で
再
交
付
を
希
望
す
る

場
合
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
３
月
13
日
ま
で
、
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

℡
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
５

℡
０
３
・
６
７
４
８
・
８
８
８
２

（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
】
和
歌
山

東
社
会
保
険
事
務
所
（
℡

０
７
３
・
４
７
４
・
１
８
４
１
）

不
燃
性
ご
み
の
持
ち

込
み
場
所
の
変
更

■
貴
桃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

貴
桃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
不

燃
物
処
理
場（
貴
志
川
町
高
尾
）

で
の
不
燃
性
ご
み
の
持
ち
込
み

受
け
付
け
を
、
３
月
31
日
で
終

了
し
ま
す
。４
月
１
日
か
ら
は
、

貴
桃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
桃

山
町
最
上
）
で
、可
燃
性
ご
み
・

不
燃
性
ご
み
、
両
方
の
持
ち
込

み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
貴
桃
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
（
℡
67
・
０
０
２
２
）

打
田
火
葬
場
を
廃
止

　

打
田
火
葬
場
を
20
年
12
月
26

日
付
け
で
廃
止
し
ま
し
た
。

　

旧
打
田
地
区
の
火
葬
は
、
粉

生
活

河
火
葬
場
、
桃
山
火
葬
場
な
ど

既
存
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
北

別
館
）

住
基
カ
ー
ド
の
取
得

は
お
早
め
に

　

電
子
証
明
書
入
り
住
基
カ
ー

ド
は
、
税
金
の
電
子
申
告
な
ど

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
く

と
、
窓
口
が
混
み
合
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
取
得
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

忘
れ
ず
に
申
告
を

　

20
年
中
に
市
役
所
へ
「
市
民

税
･
県
民
税
申
告
書
」「
市
民

税
･
県
民
税
簡
易
申
告
書
、
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
を
提

出
し
た
人
を
対
象
に
、
21
年
度

の「
市
民
税
･
県
民
税
申
告
書
」

を
送
付
し
ま
し
た
。

　

送
付
さ
れ
た
申
告
書
は
、
同

封
の
書
き
方
を
参
考
に
記
入
い

た
だ
き
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
市
役
所
の
申
告
会
場
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

国
民
年
金
の
免
除
申

請
に
も
申
告
が
必
要

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
納
付

猶
予
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
所
得
制
限
が
あ
る
た

め
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
よ
る

審
査
を
行
い
ま
す
。
平
成
21
年

７
月
分
～
22
年
６
月
分
の
免
除

国
民
年
金
の
保
険
料

は
税
控
除
の
対
象
に

■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
の

際
に
は
、
昨
年
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　

社
会
保
険
庁
が
昨
年
１
年
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
昨
年
11

都
市
計
画
税
に
つ
い

て
■
農
地
な
ど
を
課
税
対
象
か
ら

除
外

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画

区
域
内
の
土
地
と
家
屋
に
課
税

さ
れ
ま
す
。市
条
例
に
よ
っ
て
、

21
年
度
か
ら
、
農
業
振
興
地
域

の
農
用
地
区
域
に
あ
る
農
地

（
田
・
畑
）、
山
林
、
原
野
を
都

市
計
画
税
の
課
税
の
対
象
か
ら

除
き
ま
す
。
ま
た
、
償
却
資
産

に
は
課
税
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
、
農
業
振
興
地

域
の
農
用
地
区
域
の
統
一
を

図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
確
定

す
る
ま
で
、
農
用
地
区
域
外
の

農
地
（
田
、
畑
）
も
課
税
し
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
農
地
転
用
の

許
可
を
受
け
た
土
地
は
、
課
税

の
対
象
で
す
。

■
都
市
計
画
税
課
税
区
域
…
左

上
の
表
の
と
お
り

　

都
市
計
画
税
は
、
固
定
資
産

税
と
同
様
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
の
固
定
資
産
の
所
有
者
に

課
税
し
ま
す
。
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
は
都
市

計
画
税
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
税
通
知
書
も
固
定
資
産
税
と

一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

固
定
資
産
税
と
あ
わ
せ
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
資
産
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税
通

知
書
（
通
知
書
番
号
）
を
確
認

の
う
え
連
絡
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る
名

義
の
人
に
1
年
分
を
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
。
4
月
2
日

以
降
に
名
義
変
更
や
廃
車
手
続

き
を
し
て
も
そ
の
年
の
軽
自
動

車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
名
義

の
人
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

車
の
種
類
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

場
所
で
、
す
み
や
か
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
場
所

原
動
機
付
自
転
車（
125

　

cc
以
下
）、

小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
作
業

用
自
動
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
）、ミ
ニ
カ
ー
（
50

　

cc
以
下
）

は
、
市
役
所
市
民
税
課
・
各
支

所
市
民
生
活
係
・
鞆
渕
出
張
所

軽
二
輪（
126　

cc
～
250　

cc
）と
二
輪

の
小
型
自
動
車（
251　

cc
以
上
）は

和
歌
山
運
輸
支
局（
℡
０
５
０
・

５
５
４
０
・
２
０
６
５
）

軽
自
動
車（
四
輪
・
三
輪
）は
、軽

自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務

所（
℡
０
７
３
・
４
３
３
・
４
６

５
５
）

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、毎
年
5
月
初
旬
に
発
送
し
、

5
月
末
が
納
期
限
で
す
。

　

口
座
振
替
は
納
期
限
の
日
に

振
替
し
ま
す
。
口
座
振
替
の
開

始
、
変
更
、
廃
止
な
ど
は
、
4

月
末
ま
で
に
金
融
機
関
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１
）

申
請
で
は
20
年
中
の
所
得
が
審

査
対
象
で
す
。
申
請
は
７
月
以

降
の
受
け
付
け
で
す
が
、
所

得
申
告
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
家
族
の
扶
養
親
族
に
な
っ

て
い
る
場
合
や
所
得
が
無
い
場

合
で
も
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

税
金

納期限のおしらせ
■固定資産税
　第４期　３月２日（月）

【問い合わせ】資産税課 ℡ 77・2511

■国民健康保険税
　第９期・随 11 期　３月２日（月）

【問い合わせ】国保年金課 ℡ 77・2511

■後期高齢者保険料
　第８期　３月２日（月）

【問い合わせ】国保年金課 ℡ 77・2511

■介護保険料
　第９期　３月２日（月）

【問い合わせ】高齢介護課 ℡ 75・3111

市県民税第４期／国民健康保険税第８
期・随 10 期／後期高齢者保険料第７期
／介護保険料第８期
これらの納期限は 2 月 2 日です。忘れ
ずに納めましょう。

■紀の川市の都市計画区域

打田地区
 紀の川以南の高野・竹房・五

い よ だ に

百谷
地区を除いた区域

粉河地区
　鞆渕地区を除いた区域

那賀地区　全域

桃山地区
市場、元、段、段新田、神田
最上の一部【坊

ぼ う だ

田、塩塚、大
お ば た け

畑毛、
川原田、鯰

な ま ず の ね や

ノ閨、西垣内、東垣内、
東上ノ段、西上ノ段、小林、峯ノ段、
赤山、平尾、亀澤】
調月の一部【北嶋、高嶋、後

うしろじま

嶋、前嶋、
添田、城之段、北上ノ台、南上ノ台、
山ノ上、宮垣内、宮ノ前、西美濃
嶋、東美濃嶋、中嶋、貴

き し ざ か い

志堺、尼岡、
山
や ま ん ど ひ ら

人平、奥新田、稲葉段、金
こんじょうだに

性谷、
山田、里

さ と こ だ に

子谷の一部（2477、2479、
2506-1、2506-2、2506-3、2506-5、
2 5 0 6 - 8 、 2 5 0 6 - 1 0 、 2 5 0 6 - 1 1 、
2 5 0 6 - 3 7 、 2 5 0 6 - 5 2 、 2 5 0 6 - 5 3 、
2506-54）】
これらの地区の地先公有水面を含む

貴志川地区　全域

生
活
・
税
金

世界一美しいまち紀の川市へ
　市内各地区で駅周辺や道路の清掃を実施します。
市民のみなさんの参加をお願いします。（雨天中止）
とき…2 月 21 日（土）午前 9 時～ 11 時
集合場所【貴志川地区】貴志川スポーツ公園と貴志

川支所の２カ所
【打田地区】市役所本庁
【粉河地区】粉河分庁舎
【那賀地区】那賀分庁舎
【桃山地区】桃山グラウンド

問い合わせ　環境衛生課（℡ 77・2511）

確
定
申
告
、
市
県
民
税
申
告
の
申

告
期
限
は
３
月
16
日

（月）
で
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

有料広告

75
歳
に
な
る
月
の
医

療
費
負
担
増
を
解
消

　

75
歳
に
な
っ
て
、
長
寿
医
療

制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

に
加
入
し
た
と
き
、
従
来
の
医

療
保
険
と
長
寿
医
療
制
度
で
そ

れ
ぞ
れ
医
療
費
の
負
担
限
度
額

が
設
け
ら
れ
ま
す
。（
下
の
図

を
参
照
）

　

こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
こ
の

よ
う
に
誕
生
月
だ
け
、
医
療
費

負
担
が
２
倍
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
負
担
増
を
解
消
す
る
た

め
、
75
歳
の
誕
生
月
の
自
己
負

担
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

保
険
で
２
分
の
１
に
す
る
特
例

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は

20
年
４
月
か
ら
の
適
用
で
す
。

　

75
歳
に
な
っ
た
本
人
だ
け
で

な
く
、
そ
の
被
扶
養
者
が
他
の

福
祉

種
目
…
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
３

ｋ
ｍ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン

１
ｋ
ｍ

申
込
方
法
…
大
会
事
務
局
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
を

送
り
ま
す
。

※
当
日
の
日
程
・
出
場
資
格
・

参
加
料
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
大
会
事
務
局

（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課　

℡
64
・

９
１
６
４
）

市
政
バ
ス

■
と
き
…
２
月
26
日

（木）
午
前
９

医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担

限
度
額
が
２
分
の
１
に
な
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

地
籍
調
査
の
登
記
が

完
了

　

15
年
度
に
調
査
を
開
始
し
た

江
川
中
と
17
年
度
に
調
査
を
開

始
し
た
下
丹
生
谷
の
一
部
地
区

の
地
籍
調
査
の
成
果
に
基
づ
く

登
記
事
務
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
小
字
名
（
江
川
中
）
…
壱
本

松
、
高
井
、
曽
和
、
城じ

ょ
う

、
清
水
、

猪い
の
の
お
か

ノ
岡
、
向む

か
い
ざ
わ沢

（
20
年
12
月
22

日
完
了
）

■
小
字
名
（
下
丹
生
谷
）
…

東
縄な

わ

て手
、
城じ

ょ
う
の
も
と

ノ
元
、
西
縄

手
、
周

し
ゅ
う

毛げ

、
西
筋
、
中
ノ
元
、

下し
も
た
に
だ

谷
田
、
西
浦
、
東
浦
、
下
川

原
（
20
年
12
月
２
日
完
了
）

【
問
い
合
わ
せ
】
地
籍
調
査
課

（
℡
66
・
１
１
０
０　

桃
山
分

庁
舎
）

鞆
渕
山
林
財
産
区
議

会
議
員
選
挙
の
結
果

　

20
年
12
月
21
日
執
行
の
鞆
渕

山
林
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選

挙
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
鞆
渕
山
林

財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
届
出
に
よ
る
候
補
者
が
定

数
（
９
人
）
を
超
え
な
か
っ
た

た
め
、無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

紀
の
川
市
桃
源
郷

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

紀
の
川
市
体
育
協
会
３
周
年
記

念
事
業
共
催

『
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
走
ろ
う
』

　

４
月
５
日

（日）
に
開
催
す
る
第

４
回
紀
の
川
市
桃
源
郷
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

ス
タ
ー
ト
…
桃
源
郷
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

コ
ー
ス
…
紀
の
川
市
内

時
～
午
後
４
時

■
見
学
施
設
…
歴
史
民
俗
資
料

館
、
青
洲
の
里
、
ハ
イ
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
粉
河
、
わ
か
や
ま
電
鉄

貴
志
川
線
、
平
池
緑
地
公
園
、

桃
源
郷
運
動
公
園

■
定
員
…
20
人
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
、
申
し
込
み
が

10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
）

■
申
し
込
み
…
官
製
は
が
き
に

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
同

行
者
の
氏
名
と
「
市
政
バ
ス
参

加
希
望
」と
明
記
し
、〒
６
４
９

‐
６
４
９
２
紀
の
川
市
広
報
広

聴
課
あ
て
（
住
所
記
入
不
要
）

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
１
枚

の
は
が
き
で
、
４
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申

し
込
み
は
１
人
１
枚
と
し
、
同

行
者
も
重
複
し
て
申
し
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

締
め
切
り
は
、
２
月
10
日

（火）
当

日
消
印
有
効
。

【
問
い
合
わ
せ
】
広
報
広
聴
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

平
池
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー

　

散
歩
が
て
ら
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

■
と
き
…
２
月
22
日

（日）
午
前
10

時
～
正
午
※
雨
天
中
止

■
集
合
…
西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９
時
30

分■
参
加
費
…
１
０
０
円
（
保
険

代
含
む
）
※
当
日
支
払
い

■
申
し
込
み
期
間
…
２
月
15
日

（日）
午
後
５
時
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

西
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
２
２
１
１　

月
・

火
・
祝
日
は
休
館
）

当
選
人（
年
齢
）は
次
の
と
お

り
。（
年
齢
は
昨
年
12
月
21
日

現
在
、
届
け
出
順
）

中
家
泰
平（
52
）

曽
和
眞
一
郎（
59
）

東　

修
平（
58
）

西　

幹
雄（
70
）

空
畑　

等（
60
）

瀧
本
正
則（
65
）

神
谷　

力（
64
）

東　

修
身（
61
）

【
問
い
合
わ
せ
】
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
℡
77
・
２
５
１
１
）

→

４月

国保
（健康保険）

長寿医療

５月 75歳の誕生日 ６月 ７月

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

44,400円 88,800円 44,400円

■75歳の誕生月だけ自己負担額が増える例

案
内

紀の川市土地開発公社分譲情報

団地名（所在地・区画数）／分譲価格／宅地面積

リバーサイドこかわ（粉河 622 番地・11 区画）
　　458．3 万円～862．9 万円
　　　　　　　126．40㎡～280．39㎡
下清水住宅団地（長田中 129 番地・5 区画）
　　342．9 万円～498．4 万円
　　　　　　　172．09㎡～177．43㎡
白樺台住宅団地（中鞆渕 1226 番地・22 区画）
　　97 万円～259．9 万円
　　　　　　　149．45㎡～196．50㎡
桃山八坂団地（桃山町段 5 番地・1 区画）
　　495．6 万円／165．31㎡

購入特典①固定資産税相当額を３年間助成
②引越費用として 10 万円を助成
③ 21 年 5 月末までの購入者には、市内
の商工会加盟店で使える商品券 10 万円
分をプレゼント

【問い合わせ】土地開発公社（℡ 77・0904　本
庁北別館）

大会結果その①（敬称略）

第3回那賀地方スポーツ少年団柔道大会
（12/7　岩出市総合体育館）

中学生団体の部
　優勝　打田柔道スポーツ少年団
小学生高学年団体の部
　３位　那賀柔道スポーツ少年団
小学生低学年団体の部
　２位　貴志川柔道スポーツ少年団A
　３位　貴志川柔道スポーツ少年団B
男子中学生の部
　優勝　児玉賢悟（打田柔道スポーツ少年団、以
　　　　下打田）
　２位　福栄貴史（打田）
　３位　軒　大輔（打田）、染川竜治（打田）
男子小学６年生の部
　３位　上東玲央（貴志川柔道スポーツ少年団、
　　　　以下貴志川）
男子小学4年生の部
　優勝　安土清一郎（貴志川）
　２位　上野勝也（打田）
　３位　北田尭裕（那賀柔道スポーツ少年団）
男子小学3年生以下の部
　優勝　飛渡友裕（貴志川）
　３位　引土　聖（貴志川）
女子中学生の部
　優勝　佐藤　葵（打田）
　２位　木村和佳奈（打田）
　３位　小島好梓紀（打田）、金岡優奈（打田）
女子小学5年生の部
　３位　榎本茉莉（貴志川）
女子小学4年生の部
　優勝　上東未来（貴志川）
　２位　安土友奈（貴志川）
　３位　小久保夢（貴志川）

募
集

福
祉
・
案
内
・
募
集

広報紀の川に広告を掲載してみませんか

広告主募集中（有料）



暮
ら
し
の
情
報

広報紀の川 2009・2　2627　広報紀の川 2009・2

27
暮
ら
し
の
情
報

有料広告

受賞おめでとうございます（敬称略）

■紀の国チャレンジド賞（知事賞）
　自立更生者賞　 田喜代司

あ
な
た
も
ま
つ
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
…

市
民
ま
つ
り
ス
タ
ッ
フ
募
集

売
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
振
興
課

（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分

庁
舎
）

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部

が
市
民
講
座
を
同
時
開
催

　

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部

は
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
機
会

と
し
て
「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｔ 

Ｓ
ｃ
ｉ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」（
ボ
ス

ト　

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
）
と

い
う
名
前
の
公
開
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
『
紀
の
川
市 

食
育
フ
ェ
ア
』

で
も
同
学
部
か
ら
講
師
を
招
き

市
民
講
座
を
同
時
開
催
し
ま

す
。
地
元
大
学
の
最
先
端
の
技

紀
の
川
市
長
杯
夫
婦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
と
き
…
３
月
１
日

（日）
午
前
９

時
開
会

■
と
こ
ろ
…
桃
山
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー

■
参
加
資
格
…
市
内
在
住
の
既

婚
の
男
女
。
地
区
ご
と
の
チ
ー

ム
編
成（
１
チ
ー
ム
18
人
ま
で
）

が
原
則
で
す
が
、
チ
ー
ム
編
成

が
困
難
な
場
合
は
、
他
地
区
と

の
混
成
で
出
場
し
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

■
競
技
規
則
…
女
性
6
人
・
男

性
3
人
の
9
人
制
。
男
性
は
後

衛
で
、
ア
タ
ッ
ク
は
禁
止
。

■
申
し
込
み
…
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

課
各
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
受
付
は
２
月
20
日

（金）

午
後
５
時
ま
で
。（
申
込
書
は

募
集

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
各
館
に
あ
り

ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
各
館
（
連
絡
先
は
28
ペ
ー

ジ
に
）

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会

■
と
き
…
２
月
22
日

（日）
受
付
午

前
８
時
30
分
／
９
時
開
会

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
体
育
館

■
参
加
資
格
と
種
目
…
16
歳
以

上
の
人

○
男
女
混
合
の
部
（
１
チ
ー
ム

男
子
１
人
以
上
・
女
子
２
人
以

上
）

○
女
子
の
部
（
１
チ
ー
ム
女
子

４
人
）

■
参
加
費
…
１
チ
ー
ム
５
０
０

円
（
大
会
当
日
支
払
い
）

■
申
し
込
み
…
２
月
16
日

（月）
ま

で
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
各
館
へ

申
し
込
み
。
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
可
。

※
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
は
…
コ
ー

ト
の
大
き
さ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
同
じ
で
、
羽
根
付
き
の
ボ
ー

ル
を
使
っ
て
、
４
人
で
プ
レ
ー

す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
各
館
（
連
絡
先
は
28
ペ
ー

ジ
に
）

山
田
邦
子
さ
ん
が
語

る
乳
が
ん
撲
滅

乳
が
ん
検
診
啓
発
講
演
会
「
ワ

ハ
ハ
で
い
こ
う
」

■
と
き
…
２
月
14
日

（土）
開
場
午

後
２
時
／
開
演
２
時
30
分

■
と
こ
ろ
…
ホ
ー
ル
田
園

■
定
員
…
先
着
４
０
０
人

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
…
上
名
手
小

学
校
全
校
児
童
の
合
唱

※
手
話
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま

す
。

※
一
時
保
育
は
、
満
１
歳
～
就

学
前
児
童
を
対
象
に
先
着
20
人

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市
ピ

紀
の
川
市
食
育
フ
ェ

ア
　

実
感
・
体
感
を
通
じ
て
、「
食
」

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、

「
紀
の
川
市 

食
育
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き
…
２
月
11
日

（水）
午
前
９

時
45
分
～
午
後
３
時　

■
と
こ
ろ
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー

■
テ
ー
マ
…
未
来
に
つ
な
げ
よ

う　

食
育
の
す
す
め

■
内
容
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
（
粉
河
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
）
／
食
育
に
関
す
る

展
示
・
体
験
・
PR
コ
ー
ナ
ー
／

市
内
産
の
農
産
物
・
加
工
品
販

術
を
切
り
口
に
、
豊
富
な
農
作

物
を
知
り
、
食
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
市
民

講
座
」
に
参
加
し
、
あ
な
た
の

好
奇
心
を
満
た
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
と
き
…
２
月
11
日

（水）
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分

■
講
座
内
容
…
「
ふ
る
さ
と
の

果
物
を
大
切
に
！　

素
晴
ら
し

い
地
元
農
産
物
を
未
来
に
つ
な

げ
よ
う
」

■
定
員
…
80
人

【
問
い
合
わ
せ
】
政
策
調
整

課
（
℡
77
・
０
８
１
５
）
ま

た
は
生
涯
学
習
課
（
℡
64
・

９
１
６
３
）

春
を
招
く
風
物
詩
、

紀
の
川
流
し
雛び

な

■
と
き
…
３
月
３
日

（火）
午
後
１

時
～

■
と
こ
ろ
…
粉
河
寺
と
粉
河
分

庁
舎
前

■
内
容
…
祈
願
祭
（
粉
河
寺
境

内
）、
大
行
列
（
と
ん
ま
か
通

り
）、雛
流
し（
粉
河
分
庁
舎
前
）

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
（
℡
73
・
３
３
１

２
）デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
関
す

る
講
演
会

『
あ
な
た
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
』

■
と
き
…
２
月
15
日

（日）
午
後
１

時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ
…
岩
出
市
桜
台
公
民

館■
定
員
…
30
人

■
申
し
込
み
…
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を

明
記
し
、
は
が
き
で
申
し
込
み

（
２
月
10
日

（火）
必
着
）

■
申
し
込
み
先
…
〒
６
４
９

‐
６
２
２
７　

岩
出
市
清
水

３
５
７　

岩
出
郵
便
局
止　

マ
ー
マ
リ
ン
グ
宛

【
問
い
合
わ
せ
】
県
男
女
共
生

社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
り
ぃ
ぶ
る

啓
発
課
（
℡
０
７
３
・
４
３
５
・

５
２
４
５
）

ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
進
本
部
事
務
局
（
℡
77
・

０
８
２
９
）

催
し

募
集
・
催
し

大会結果その②（敬称略）

第29回和歌山県少年サッカー選手権大会
（10/25～11/8　紀三井寺球技場ほか）

優勝　貴志川サッカースポーツ少年団
　この結果、貴志川サッカースポーツ少年団は
第32回関西少年サッカー大会に出場しました。

第３回紀の川市小学生バレーボール選手権大
会（12/7　打田体育館）
優勝　川原少女バレーボールスポーツ少年団
２位　麻生津バレーボールスポーツ少年団
３位　田中少女バレーボールスポーツ少年団
　　　貴志川少女バレーボールスポーツ少年団

生涯スポーツ推進　「ドッジボール大会」
（11/30　貴志川体育館）

優勝　丸栖ホタローズ
２位　ブラックストロベリーズ
３位　つか小キッズ

クラシノジョウホウ

第
２
回

■募集期間…３月下旬まで
■募集対象…市内在住で、市民まつりに興味と

意欲のある 18 歳以上の人
■申し込み…各支所に設置の申込用紙に必要事

項を記入し、市民まつり実行委員
会事務局に提出してください。郵
送・ファックス可

【問い合わせ】市民まつり実行委員会事務局（℡
73・3311）

市民まつりを知っていますか？自分たちで考え、
自分たちで行うまつりです。あんなことしたい、
こんなことしたい…あなたの企画が採用される
かも？！
意欲のある人をお待ちしています。

広報紀の川に広告を掲載してみませんか

広告主募集中（有料）
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↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、環
境、人権、地域巡回バス、国勢調査、入札、
上水道など

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人式、
文化財、青少年健全育成、生涯スポーツなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 77・2511）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター
■貴桃クリーンセンター（不燃物処理場）
　（３月末まで）

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課

■打田生涯学習センター

■粉河ふるさとセンター

■那賀総合センター

■桃山会館

■貴志川生涯学習センター

℡ 77・0857
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・6017

℡ 64・9163
℡ 64・9164
Fax　64・6599
℡ 77・3140
Fax　77・2799
℡ 73・3312
Fax　73・8353
℡ 75・2221
Fax　75・2659
℡ 66・2288
Fax　66・2289
℡ 64・2273

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。

26ページ
夫婦バレー大会とインディアカ大会の申し込み先
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29 病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃中貴志交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 64・2144

℡ 61・0119

℡ 63・0100

※相談のページの「平日」とは、
祝日を除く月曜日～金曜日のこ
とです。

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

３
月
４
日

（水）
午
後
1
時
30
分
～

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
２
月
18
日

（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

○
２
月
10
日

（火）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
２
月
18
日

（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

○
２
月
24
日

（火）
午
後
1
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
０
８
５
５
（
人
権
啓
発
推
進

課
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
２
月
12
日

（木）
午
後
１
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１
（
難
病
連
家
族
会

き
ほ
く
）

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
４
７
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０
（
県

難
病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
療
養

な
ど
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
情
報

提
供
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

■
大
切
な
人
を
自
殺
で
失
っ
た
人
の

相
談
（
自
死
遺
族
相
談
）　

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
１
９
４
（
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

講
演
会
『
悲
し
み
か
ら
の
回
復
の
た

め
に
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
切
な
人
を
自
殺
で
失
う
こ
と
は

と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

　

悲
し
み
を
一
人
で
か
か
え
こ
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　

悲
し
み
か
ら
の
回
復
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

と
き
…
２
月
21
日

（土）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

と
こ
ろ
…
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
５
階

５
０
４
会
議
室

対
象
…
大
切
な
人
を
自
殺
（
自
死
）

で
失
っ
た
家
族
・
知
人
・
友
人

申
し
込
み
…
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
１
９

４
）高

齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

　

高
齢
者
の
健
康
の
維
持
、
向
上
や

安
定
し
た
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し

ま
す
。

子
ど
も

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
那
賀
分
庁
舎
内
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
紀
の
川
市
教
育
相
談
窓
口

　

小
・
中
学
校
、
教
育
に
関
す
る
相

談
窓
口

℡
64
・
９
１
６
２
（
学
校
教
育
課
）

平
日
の
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

30
分

■
子
ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
５
３
１
２

　

子
ど
も
（
18
歳
未
満
）
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
７
・
１
１
５
２

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
8
時
／

土
、
日
、
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
4

時
30
分

※
夜
間
の
小
児
医
療
電
話
相
談
と
、

夜
間
・
休
日
の
病
院
案
内
は
、15
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
電
話
予
約

必
要
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談

と
き
…
２
月
19
日

（木）
、
23
日

（月）
、
３

月
９
日

（月）
（
電
話
予
約
必
要
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３
（
県

女
性
相
談
所
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
電
話
予
約
必

要
）就

職
２
月
20
日
に
合
同
就
職
面
接
会
が

あ
り
ま
す

県
民
の
友
２
月
号
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
…
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5

時
　

■
巡
回
職
業
相
談　

２
月
17
日

（火）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た

相
談
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
／
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

古
和
田
会
館
／
午
後
１
時
～
２
時

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
／
午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

■
職
業
相
談

和
歌
山
ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
サ
ロ
ン

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
わ
か
や
ま
内
）

℡
０
７
３
・
４
２
１
・
１
２
２
０

35
歳
く
ら
い
ま
で
の
求
職
者
を
対
象

に
土
・
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
…
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

（
火
曜
と
祝
日
は
休
館
）

消
費
生
活

■
消
費
者
問
題
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
３
・
１
５
５
１
（
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

日
曜
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
も
電

話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
架
空
請
求
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
（
紀
の
川
く
ら

し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
）

毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
３

時　

本
庁
北
別
館
１
階
く
ら
し
の
窓

口℡
77
・
１
７
７
０
（
右
記
の
時
間
帯

な
ら
電
話
相
談
も
可
）

編集後記
　毎朝寒くて布団から出るのがつ
らいです。しかし、顔を洗ったと
きのスッキリ感は冬ならではです。
　今月の特集に登場した荒井　勣
さん。実は取材の前日まで、新潟
などの被災地をまわっていました。

「ひまわり」にちなんで黄色い服の
サンタクロースになって、神戸か
らの贈り物を届けに行っていたそ
うです。
　「お金がないから知恵をしぼる」
と明るく話す荒井さんから、私も
元気をもらいました。困難を乗り
越えてきた人には、気持ちにゆと
りが生まれるのでしょうか。そう
いう人を見ると「大人だなあ」と
感心させられます。
　法律では 20 歳になると大人です
が、周りの人に力を与えることが
できるような人になるまでは、相
当時間がかかりそうです。37 歳に
もなって、そういう大人になりた
いなどと言っていては新成人に笑
われてしまいそうですが、まだま
だ自分には足りないことだらけで
す。まずは冷水で顔を洗ってシャ
キッとしたいと思います。（筒井）
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わたしのまちの文化財

文化財
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31 情報31
　

と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

＝開館　 ＝休館

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）
桃

山
図

書
館

（
℡

66・
9678）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）
貴

志
川

図
書

館
（

℡
64

・
46

14
） 　

写
真
下
の
歌
が
残
っ
て
い
る

ほ
ど
、
粉
河
の
鋳
物
産
業
は
繁

栄
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
か
ら
明
治
時

代
末
期
ま
で
の
約
３
５
０
年
間

に
、
粉
河
寺
大
門
前
や
鍛
治
町

で
、
仏
具
を
中
心
に
鋳
造
さ
れ

た
多
種
多
様
の
鋳
物
を
「
粉
河

鋳
物
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
神
仏
分
離
や
太

平
洋
戦
争
な
ど
で
仏
具
の
製
造

が
激
減
し
、
鋳
物
師
た
ち
が
魂

を
込
め
て
製
作
し
た
梵
鐘
な
ど

が
鋳い

つ
ぶ潰

さ
れ
る
時
代
を
迎
え
、

粉
河
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の

一
つ
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
そ
の
業
は
途
絶
え
、
繁
栄

し
た
こ
ろ
の
面
影
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
数
多
く
の
作
品
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

粉
河
鋳
物
師
は
、
古
く
は
奈

良
東
大
寺
の
大
仏
鋳
造
に
関

わ
っ
た
鋳
物
師
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
東
大
寺
大
仏
の
開
眼

後
、
鋳
物
師
の
系
統
は
河
内
や

鎌
倉
な
ど
各
地
に
移
動
、
中
世

末
ご
ろ
に
橋
本
の
柏
原
に
移
り

住
ん
だ
柏
原
鋳
物
師
集
団
が
活

躍
、
そ
の
後
、
技
術
が
粉
河
に

伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

粉
河
に
は
西
国
三
番
観
音
霊

場
の
粉
河
寺
が
あ
り
、
参
詣
者

も
多
か
っ
た
の
で
、
門
前
も

栄
え
、
仏
具
製
作
を
中
心
と
す

る
鋳
物
師
が
関
わ
る
粉
河
鋳
物

は
長
期
に
わ
た
り
繁
栄
し
ま
し

た
。

　
「
蜂

は
ち
や
さ
つ
ま
の
じ
ょ
う
み
な
も
と
の
ま
さ
か
つ

屋
薩
摩
掾
源
正
勝
」
を

名
乗
る
「
蜂
屋
家
」、「
福ふ

く
い
い
わ

井
石

見み
の
じ
ょ
う
よ
し
ふ
さ

掾
良
房
」
を
名
乗
る
「
福
井

家
」（
仏
具
屋
）
の
二
家
を
中

心
に
、
木
村
・
藤
田
・
増
井
・

錺か
ざ
り
や屋

・
松
村
・
中
田
な
ど
の
各

家
が
加
わ
っ
て
、
１
０
０
人
を

超
す
鋳
物
師
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

粉
河
か
ら
江
戸
神
田
に
移
住

し
た
粉
河
鋳
物
師
集
団
（
木

村
将し
ょ
う
げ
ん
監
・
粉
河
丹
後
・
粉
河

市い
ち
の
か
み
正
な
ど
の
名
工
）
も
活
躍
し

た
た
め
、
粉
河
と
名
の
つ
く
鋳

物
師
の
作
品
は
関
東
や
東
北
に

ま
で
広
ま
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
仏
像
・
梵
鐘
・
鰐

口
を
は
じ
め
伏ふ
せ
が
ね鉦
・
釈
迦
誕
生

仏
・
灯
籠
・
花
瓶
な
ど
の
仏
具

の
ほ
か
、
馬
鈴
・
花
器
・
擬
宝

珠
・
鳥
居
な
ど
で
、
県
内
だ
け

で
な
く
全
国
に
分
布
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
は
、
粉
河
寺
境
内
の
阿
弥
陀

如
来
・
地
蔵
菩
薩
像
・
盥か
ん
そ
う
ば
ん

漱
盤

（
上
・
写
真
）
の
ほ
か
、
赤
尾

薬
師
寺
の
梵
鐘
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

■その他のおすすめ本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名
□ラン／森　絵都／理論社／打田・貴志川
□明日もまた生きていこう／横山友美佳／マガジンハウス／桃山
□図書館が教えてくれた発想法／高田高史／柏書房／打田
□ゴールデンスランバー／伊坂幸太郎／新潮社／打田・桃山
□武士道セブンティーン／誉田哲也／文藝春秋／那賀
□仏果を得ず／三浦しをん／双葉社／打田
□田村はまだか／朝倉かすみ／光文社／那賀
□カレンダーから世界を見る／中牧弘允／白水社／貴志川
□生きる　わたしたちの思い／谷川俊太郎 with friends ／角川 SS コミュニケー
ションズ／貴志川
□食堂かたつむり／小川　糸／ポプラ社／打田・那賀
□ Re-born　始まりの一歩／伊坂幸太郎 / 尾瀬まいこ他／実業之日本社／桃山
□ 3 年で辞めた若者はどこへ行ったのか／城　繁幸／筑摩書房／打田
□大人になる前に身につけてほしいこと／坂東眞理子／ PHP 研究所／打田
※社団法人読書推進運動協議会「2009　若い人に贈る読書のすすめ」より

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 

社団法人読書推進運動協議会が選定した、新たな人生を一歩

踏み出す若い人にぜひ読んでもらいたい本です。

    著者名／出版社名／所蔵図書館名

わたしのまちの文化財その⑰　粉
こ か わ い も の

河鋳物

打田

粉河

那賀

桃山

貴志川

2 月 8 日（日）AM10：30 ～

2 月 20 日（金）A M 9 ： 4 5 ～

2 月 21 日（土）P M 1 ： 3 0 ～

2 月 28 日（土）AM10：00 ～

2 月 18 日（水）P M 2 ： 0 0 ～

2 月 21 日（土）P M 2 ： 0 0 ～

3 月 1 日（日）AM10：00 ～

おはなしのくに（こども向け）

おはなしのくに（赤ちゃん向け）

よみきかせのかい（こども向け）

おはなしれっしゃ

赤ちゃんみらい号

こどもみらい号

おはなしのへや

2/5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

 26

 27

 28 

3/1

2

3

4

鉦
かね

を叩いて仏になれば粉河鍛
か じ ま ち

治町みな仏

今 月 の

テーマ本

若人へ

■『のぼうの城』
和田　竜／小学館／打田・貴志川図書館　
　時は乱世。天下統一をめざす秀吉の軍勢が唯一、落とせな
い城があった。武州・忍城。城主・成田長親は領民から「の
ぼう様」と呼ばれ泰然としている男だった…。

■『悩む力』
姜尚中／集英社／打田図書館
　何のために働くのか。変わらぬ愛はあるか…。文明がも
たらす人間の苦しみを 100 年前に直視した夏目漱石とマッ
クス・ウェーバーの言葉をヒントに、最後まで「悩み」を
手放すことなく真の強さをつかみとる生き方を提唱する。

開館時間…打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■西行法師・西光万吉に関する資料を探しています
　打田図書館は、郷土資料を充実させるために、西行法師と西光万吉の資料を収集して
います。
　西行法師は、打田生誕の平安の歌人で、西光万吉は、全国水平社設立の中心人物で、
水平社宣言の起草者です。このような資料が自宅にありましたら、ぜひ打田図書館に寄
贈をお願いします。

■読み聞かせの予定
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わが家の味

広報紀の川第 40 号　平成 21 年 2 月１日発行
人の動き（20 年 12 月末現在）
人口　69,046 ／世帯　25,072
　男　32,922 ／　女　36,124

　

週
に
一
度
は
お
寿
司
を
作
る
と
い
う
貴
志

川
町
国
主
の
中
西
美
須
子
さ
ん
。
今
回
作
っ

て
く
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
り
と
柚
子
の
い
い

香
り
が
す
る
、
色
鮮
や
か
な
巻
き
寿
司
で
す
。

　

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た

卵
焼
き
は
、
弱
火
で
じ
っ
く
り
と
15
分
か
け

て
甘
め
に
焼
き
上
げ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ふ

わ
ふ
わ
で
味
も
絶
品
。

　
「
具
材
は
、
孫
た
ち
が
食
べ
や
す
い
よ
う
に

甘
め
に
味
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
孫
た
ち
が

喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
の
で
、
作
り
が
い
が

あ
り
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
中
西
さ
ん
。

　

孫
の
悠
天
く
ん
（
６
歳
）
と
真
愛
ち
ゃ
ん

（
４
歳
）
も
、
巻
き
寿
司
を
作
る
お
も
ち
ゃ
を

使
っ
て
、
の
り
巻
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
２
人
の
お
気
に
入
り
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
作
っ
た
卵
焼
き
の
お
寿
司
と
コ
ー
ン
の

お
寿
司
。
き
っ
と
、
節
分
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
作
っ
た
大
好
き
な
巻
き
寿
司
を
ほ
お
ば

る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　手巻き寿司やにぎり寿司など、いろいろ
なお寿司を作る中西さん。今回作ってくれ
たのは、「海老フライ巻」、ほうれん草・に
んじん・しいたけ・高野豆腐・卵などが入っ
た具だくさんの「田舎巻」、カニ風味のかま
ぼこ・イカなどが入った「海鮮巻」、「かっ
ぱ巻」、「しんこ巻」の５種類の巻き寿司です。

「お寿司だと、苦手な野菜も食べやすいので、
２人とも普段よりたくさん食べてくれるん
ですよ。」

巻き寿司


